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骨髄バンクの最新情報をお知らせする───────────────────────────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●8月の月間ドナー登録者数は4029名
　7月1日より、公共広告機構の骨髄バンク支援キャンペー
ン、本田美奈子さんの「白血病に、負けない。負けさせない。」
のテレビCMや、ラジオでのPRが行われており、駅の掲示板、
電車の中吊り広告などでも、キャンペーンが展開されてい
ます。また、ポスターに関するお問い合わせも多く、職場
や学校などで掲示していただくなど、一般の方々の協力も
増えています。

●10月は骨髄バンク推進月間
　10月は国の定める「骨髄バンク推進月間」です。全国各
地で、骨髄バンクの普及啓発を目的としたイベントや登録
会などが行われます。さらに、10月から11月にかけて、白
血病や骨髄移植を題材にしたミュージカルが展開されます。
　滋慶学園グループの「明日への扉」は、これまで12年に
わたり82回の公演を行ってきました。今年は、10月12、
13日（アクロス福岡シンフォニーホール）に始まり、10月
17、18日（東京：文京シビックホール）、10月27～29日（NHK
大阪ホール）、11月8～9日（愛知芸術文化センター）、11月

10日（兵庫県：伊丹市立文化会館いたみホール）と続きます。
　また、「フレンドシップ 友情」（劇団 絵生）は、これまで
8年間で343回行われてきましたが、今年は10月18日（水）
～29日（日）にかけて、ミュージカルとして装いも新たにし、
銀座博品館劇場で16公演が予定されています。
　そしてコメディ・ミュージカル「プレゼント」（ATNオフィ
ス）が11月9日（木）～12日（日）にかけて六行会ホール（東
京都品川区）において6回の公演が予定されています。

●関東地区事務局の移転について
　関東地区事務局の移転先での業務開始は10月10
日（火）を予定しています。

●日本血液学会総会・日本臨床血液学会総会 合同
総会
　第68回日本血液学会総会・第48回日本臨床血
液学会総会 合同総会が10月6日（金）から10月8
日（日）の3日間、福岡国際会議場、福岡サンパ
レス、マリンメッセ福岡で開催されます。内容は、

パネルディスカッション、合同シンポジウム、学会シンポ
ジウム、教育講演などが予定されています。詳しくは、学
会本部（075-752-2844）、または開催概要（http://www.
congre.co.jp/jshisch/outline.html）へお問い合わせ下さい。
　また、合同開催記念市民シンポジウムが10月21日（土）
午後2時から4時30分の予定で、西鉄ホールにて行われま
す。テーマは「骨髄バンク・さい帯血バンクの今そして明日」
として、広く県民の方々に造血細胞移植の現状や今後の展
望などの情報提供を行い、理解を深め、協力を求める内容
になっています。お近くの方はぜひ、ご参加下さい

●日本骨髄バンクの現状（平成18年8月末現在）
 ７月 ８月 現在数 累計数
ドナー登録者数 3,635 4,029 257,104 324,885
患者登録者数 184 199 3,315 21,197
骨髄移植例数 89 69 － 7,650
20歳未満ドナー 158 175 3,731 －
51歳以上ドナー 212* 149** 4,523*** －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数　***17年9月～

　

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
平
成
17
年

度
に
H
L
A
タ
イ
ピ
ン
グ
が
遺
伝
子

型
タ
イ
ピ
ン
グ
と
な
り
こ
れ
に
基
づ

き
、
ド
ナ
ー
と
患
者
と
の
照
合
と

そ
の
後
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
が
変
更
さ
れ
、
約
１
年
が
経
過
し

た
現
状
を
特
別
諮
問
委
員
会
で
あ
る

H
L
A
委
員
会
が
検
証
し
、
今
後
の

課
題
と
方
策
が
ま
と
め
ら
れ
、
９
月

20
日
に
行
わ
れ
た
財
団
の
第
16
回
常

任
理
事
会
に
お
い
て
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
席
上
で
、
現
在
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
査
方
法

が
変
更
に
な
っ
た
平
成
17
年
３
月
以

降
に
登
録
さ
れ
た
５
万
人
の
D
N
A

デ
ー
タ
の
ド
ナ
ー
登
録
者
の
み
が
繰

り
返
し
、
繰
り
返
し
検
索
さ
れ
て
い

る
と
い
う
現
象
が
起
き
て
お
り
、
そ

れ
以
前
に
登
録
さ
れ
た
20
万
人
の
血

清
デ
ー
タ
の
ド
ナ
ー
登
録
者
は
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
検
索
シ
ス
テ
ム
の
優
先
順

位
と
し
て
、
ま
ず
D
N
A
デ
ー
タ
が

一
致
し
て
い
る
人
が
上
位
に
上
が
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
人

達
が
い
る
限
り
、
血
清
デ
ー
タ
が
フ

ル
マ
ッ
チ
で
合
っ
て
い
て
も
、
血
清

デ
ー
タ
で
の
ド
ナ
ー
登
録
者
は
検
索

に
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

た
め
で
す
。

　

デ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
る
日
赤

と
し
て
も
こ
の
現
象
を
問
題
視
し
て

お
り
、
20
万
人
の
血
清
デ
ー
タ
の
ド

ナ
ー
登
録
者
を
呼
び
出
し
て
、
検

査
、
リ
タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
取
り
組
み

を
行
い
た
い
考
え
で
は
あ
る
と
の
こ

と
。
た
だ
し
予
算
と
人
手
も
か
か
る

こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
具
体
的
な
話
し

ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

な
お
、
財
団
で
も
D
N
A
型
リ

タ
イ
ピ
ン
グ
を
積
極
的
に
行
い
、

D
N
A
タ
イ
ピ
ン
グ
ド
ナ
ー
数
の
割

合
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
の
大
幅
な
短
縮
が

期
待
さ
れ
る
と
い
う
H
L
A
委
員
会

の
答
申
を
受
け
て
、
今
ま
で
ド
ナ
ー

登
録
し
て
い
る
人
の
検
査
の
精
度
を

上
げ
る
こ
と
と
、
登
録
時
の
Ｈ
Ｌ
Ａ

検
査
に
H
L
A
‐
C
検
査
を
追
加
す

る
要
望
書
を
８
月
に
厚
生
労
働
省
に

既
に
提
出
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
厚

労
省
か
ら
は
、「
既
に
予
算
審
議
に

入
っ
て
い
た
の
で
、
19
年
度
の
要
望

の
中
に
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
再

度
要
望
書
は
次
年
度
要
求
に
間
に
合

う
形
で
提
出
頂
き
た
い
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
規
登
録
者
数
が
、
今
年

度
の
３
万
３
千
人
か
ら
、
来
年
度
は

４
万
１
千
人
に
増
え
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
さ
い
帯
血
移
植
対
策

関
連
で
は
、
新
規
に
さ
い
帯
血
採
取
研

修
等
事
業
費
と
し
て
約
5
4
0
万
円
が

計
上
さ
れ
、
総
額
で
は
今
年
度
よ
り

６
百
万
円
増
の
、
６
億
３
千
１
百
万
円

が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
臓
器
移
植
対
策

室
が
、
慎
重
な
熟
慮
の
上
で
あ
げ
た
項

目
、
要
求
額
だ
と
思
い
ま
す
が
、
財

務
省
に
は
、
是
非
、
満
額
査
定
を
お

願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。「
こ
れ
で
、

足
り
ま
す
か
？
も
っ
と
つ
け
ま
し
ょ

う
！
」
と
い
う
の
は
、
あ
り
え
な
い
で

し
ょ
う
ね
。

　

ち
な
み
に
、
造
血
幹
細
胞
移
植
対
策

費
用
（
国
庫
負
担
分
）
の
中
で
骨
髄
・

さ
い
帯
血
が
占
め
る
割
合
は
、
ほ
ぼ

２
：
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
７
、８
月
会
計
報
告
〉

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
全
国
大
会
総
括

●
通
常
総
会
・
代
表
者
会
議
総
括

●
理
事
・
事
務
局
員
役
割
分
担

●
大
谷
会
長
講
演
関
連

●
資
金
獲
得

●
役
員
選
挙
関
連
：
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
委
嘱

●
ウ
ェ
ブ
関
連

●
情
報
誌
、
小
冊
子
発
行
の
費
用
拠

出
に
つ
い
て

●
将
来
像
・
あ
り
方
委
員
会
検
討
に

血清データのみの登録者（全体の約
３分の２）

　　は店晒し状態

つ
い
て

●
東
急
電
鉄
本
社
訪
問
に
つ
い
て

●
有
給
事
務
局
員
増
員
可
否
の
件

〈
報
告
事
項
〉

●
「
陽
田
チ
ェ
ッ
ク
」
中
間
報
告

●
「
白
血
病
と
言
わ
れ
た
ら
」
改
訂

版
・
編
集
委
員
会
報
告

●
情
報
誌
９
号
進
捗
状
況

●
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
取
り
扱
い
、

そ
の
後

●
「
ご
あ
ん
な
い
」（
通
称
）
増
刷

●
キ
テ
ィ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
価

格
●
岡
山
在
住
の
医
師
か
ら
の
協
力
依

　

去
る
８
月
末
、
厚
生
労
働
省
よ
り
財

務
省
に
対
し
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要

求
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

骨
髄
移
植
対
策
関
連
の
総
額
は
、
今

年
度
予
算
額
よ
り
１
億
１
百
万
円
増
額

の
、
12
億
６
千
４
百
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

財
団
関
係
新
規
分
と
し
て
、
学
生
用

普
及
啓
発
資
料
作
成
費
に
約
1
8
0
万

円
、
骨
髄
バ
ン
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
経
費
に
約

2
4
5
0
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

骨
髄
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
増
員

費
用
と
し
て
、
今
年
度
予
算
に
10
％

（
約
１
千
５
百
万
円
）
上
乗
せ
で
約

１
億
７
千
２
百
万
円
が
、
骨
髄
提
供
登

録
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
と
し

て
、
今
年
度
予
算
の
ほ
ぼ
倍
額
、
約

１
千
１
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
分
と
し
て
は
骨
髄

デ
ー
タ
バ
ン
ク
登
録
費
が
あ
り
ま
す
が
、

検
査
対
象
人
員
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

前
年
予
算
額
に
約
５
千
３
百
万
円
を
増

額
し
、
約
７
億
３
千
１
百
万
円
が
計
上

骨
髄
バ
ン
ク
関
連
概
算
要
求

提
出
さ
れ
る

別表

概算要求額 前年度予算額

骨髄移植対策 総額　1,264百万円 （1,163百万円）

＜概要＞

⑴骨髄移植対策事業費（骨髄移植推進財団） 533,417千円 （484,538千円）

　　改：骨髄移植コーディネーターの増員 172,080千円 （156,230千円）

　　新：学生用普及啓発資料作成費 1,811千円 （ 0）

　　新：骨髄バンクコーディネートシステム
　　　　保守管理経費

24,509千円 （ 0）

　　改：骨髄提供登録者フォローアップ事業 11,303千円 （ 5,551千円）

⑵骨髄データバンク登録費（日本赤十字社） 731,410千円 （678,031千円）

⑶保健医療提供体制整備交付金
　（医政局指導課計上）（特殊病室施設）

  

第
64
回　

理
事
会
報
告

9
月
10
日

全
国
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

頼
●
「
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
ス

ポ
ン
サ
ー
の
お
願
い

賛助会員へのご協力のお願い
　全国協議会では、私たちの基幹活動である患者・ドナー支援や骨髄バンク推
進を継続的な活動として行うために、みなさんに賛助会員への入会をお願いし
ております。気軽にご協力頂けるよう、今年度より賛助会員制度も改めました。
是非とも全国協議会の活動趣旨にご賛同いただき、ご協力のほど、よろしくお
願いいたします。
　　団体（法人）会員 年会費　１口　5000円　
　　個人会員  年会費　１口　2000円
※お申し込みは全国協議会事務局までお願いいたします。

実質ドナー登録者数は、
５万人程度か？
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来
ま
し
た
。
朝
６
時
半
出
発
、
夜

８
時
帰
宅
と
い
う
ハ
ー
ド
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
し
た
。 

（
小
島
）

　

愛
媛
「
骨
髄
バ
ン
ク
」
を
支
援
す

る
会
で
は
、毎
年
９
月
上
旬
に
（
社
）

松
山
青
年
会
議
所
主
催
の
「
ま
つ
や

ま
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、

松
山
市
保
健
所
，
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
休

日
ド
ナ
ー
登
録
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
９
月
16
日
に
愛
媛
県

武
道
館
を
会
場
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。「
ま
つ
や
ま
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
は
二
宮
清
純
氏
と
乙
武
洋
匡

氏
と
の
対
談
が
あ
り
、
1
0
0
0
名

以
上
の
来
館
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

武
道
館
入
口
の
一
角
に
「
あ
や
ち
ゃ

ん
の
贈
り
物
展
」
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
，
松
山
青
年
会
議
所
と
愛
媛

「
骨
髄
バ
ン
ク
」
を
支
援
す
る
会
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ド
ナ
ー
登
録
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の

登
録
者
は
67
名
で
し
た
。 

（
武
市
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

能
瀬
昭
司
さ
ん
（
新
潟
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

来
場
者
1
0
0
0
名
以
上
の

会
場
で
の
あ
や
ち
ゃ
ん
展

愛媛

そ
の
26

東
京
立
川
こ
ぶ
し
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ 

（
東
京
都
立
川
市
）

　

東
京
立
川
こ
ぶ
し
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
東
京
多
摩
地
区
の
中
心
の
街
、

立
川
に
本
年
創
立
二
十
周
年
を
迎
え

た
会
員
数
87
名
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

私
が
あ
る
日
の
例
会
で
骨
髄
バ
ン

ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
や
、
骨
髄
バ

ン
ク
の
現
状
等
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
会
員
か
ら
「
ド
ナ
ー
登
録
し

た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
」
と

か
「
年
齢
的
に
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き

な
い
け
れ
ど
何
か
協
力
で
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
間
も
無
く
募

金
箱
は
、
毎
週
開
催
さ
れ
る

例
会
場
の
受
付
に
設
置
さ
れ
、

会
員
な
ら
び
に
来
訪
者
に
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
会
員
は
元

よ
り
外
部
の
方
々
へ
の
募
金

Ｐ
Ｒ
で
す
。

 

（
東
京
立
川
こ
ぶ
し
Ｒ
Ｃ　

高
田
）

　

退
職
後
、
趣
味
と
し
て
何
が
自
分

に
合
う
の
か
考
え
て
い
た
時
、「
市

報
に
い
が
た
」
で
オ
カ
リ
ナ
作
り
の

講
習
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
早
速

応
募
し
、
オ
カ
リ
ナ
作
り
を
始
め
ま

し
た
。
出
来
上
が
り
の
音
を
記
録

し
、
楽
器
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と

が
出
来
た
ら
、
う
れ
し
く
な
り
没

頭
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
オ
カ
リ
ナ
は
７

㎝
位
で
す
。
練
習
用
の
も
の
を
と

思
っ
て
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

時
、
演
奏
仲
間
が
骨
髄
バ
ン
ク
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
私
も
何
か
応
援
し
た
い
と
思

い
、
オ
カ
リ
ナ
を
作
り
に
い
が
た
の

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
結
構
子
供
達

に
喜
ば
れ
、
よ
く
売
れ
た
よ
う
で
す
。

作
っ
て
も
作
っ
て
も
す
ぐ
無
く
な
り

今
ま
で
に
5
0
0
個
以
上
作
り
ま
し

た
。
愛
・
地
球
博
に
も
70
個
作
り
お

客
様
に
色
付
け
を
し
て
、
吹
い
て
も

ら
い
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
最
近

は
作
る
数
も
減
り
ま
し
た
が
、
作
れ

る
間
は
頑
張
っ
て
色
々
な
団
体
に
寄

付
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
地
域
公
民
館
や
学
校
等
で
オ

カ
リ
ナ
作
り
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
で
も
９
月
18
日
の
敬
老
の

日
に
「
や
く
ら
い
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
台
風
13
号
の
影
響
の
た
め

一
日
中
の
雨
で
、
プ
レ
ー
が
１
時
間

半
も
遅
れ
大
分
待
た
さ
れ
ま
し
た
が
、

事
故
も
な
く　

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

体
験
ゴ
ル
フ
部
門
の
参
加
者
は
親

子
連
れ
で
し
た
の
で
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
内
を
走
り
回
る
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
が
一
日
中
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
部
門
へ
の
参
加
も
親
子
ペ
ア

が
多
く
、
上
位
入
賞
者
の
親
子
連
れ

は
ス
コ
ア
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
、
子
供

を
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
育
て
た
い
と

い
う
親
心
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
や
主
催
者
の

方
々
か
ら
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
・「
佐

藤
き
ち
子
基
金
」
へ
の
支
援
協
力
を

再
三
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た

し
、
宮
城
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
４
名

参
加
し
、物
品
販
売
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
、
子
供
達
や
多

く
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
出

　

９
月
３
日
三
重
県
津
市
の
グ
ラ
ン

シ
エ
ロ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
三
重
・
勇
気
の
会
が
参

加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
奈
良
の

会
か
ら
企
画
委
員
長
で
あ
る
私
、
青

山
が
参
加
し
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て

も
私
は
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
の
社

員
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
我
々

の
社
員
が
数
十
名
参
加
し
て
い
た
の

で　

募
金
活
動
も
非
常
に
助
か
っ

た
次
第
で
す
。
俳
優
の
神
田
正
輝

さ
ん
に
も
ゲ
ス
ト
で
参
加
い
た
だ
き
、

パ
ー
テ
ィ
ー
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
、
プ
レ
ー
は
で
き
な

く
て
も
参
加
者
の
笑
顔
で
私
も
有
意

義
な
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生

命
の
社
員
と
し
て
胸
を
張
っ
て
骨
髄

バ
ン
ク
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
青
山
）

　

９
月
23
日
秋
分
の
日
、
入
間
市
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
入
間
市
を

拠
点
に
活
動
す
る
団
体
（
共
生
ハ
ー

モ
ニ
ー
い
る
ま
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育

て
広
場
あ
い
く
る
・
お
し
ゃ
べ
り
ス

タ
ジ
オ
ほ
っ
と
・
ホ
ッ
）
で
組
織
さ

れ
た
上
映
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、「
火
火
」
の
上
映
会
が
午
前
・

午
後
の
２
回
、
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
遠
路
滋
賀
へ
日
帰
り
で
交
渉
に
出

向
い
た
結
果
、
そ
の
熱
意
を
汲
ん
で

い
た
だ
い
た
神
山
さ
ん
が
、
上
映

の
前
の
対
談
に
出
演
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

自
然
な
優
し
い
野
の
花
を

飾
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
、
対
談
者
の
後

ろ
に
あ
る
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
神
山
さ

ん
の
作
品
と
共
に
実
行
委
員
会
の
趣

旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
協
賛
者

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　

埼
玉
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会

は
、
ロ
ビ
ー
に
て
「
い
の
ち
の
輝
き

展
」
開
催
と
会
員
手
作
り
の
小
物
販

売
、
秩
父
産
の
柚
子
の
販
売
、
Ｐ
Ｒ

等
で
協
力
を
し
ま
し
た
。
映
画
が
終

了
し
て
も
席
に
座
っ
た
ま
ま
、
涙
を

拭
う
姿
を
多
く
見
受
け
ま
し
た
。
病

気
の
描
写
が
あ
ま
り
に
も
リ
ア
ル
で
、

闘
病
の
経
験
の
あ
る
ご
本
人
や
ご
家

族
に
は
過
去
の
経
験
と
重
な
り
、
直

視
で
き
な
い
場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

い
の
ち
の
輝
き
展
で
は
、
Ｍ
Ａ
Ｍ

Ｏ
の
書
か
れ
た
文
章
を
心
に
残
す
よ

プ
レ
ー
は
出
来
な
く
て
も

大
満
足

奈良

「
火
火
」上
映
会
と

「
い
の
ち
の
輝
き
展
」

埼玉

　

９
月
10
日
、
福
岡
県
飯
塚
市
の
イ

イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
に
て
弊
社

と
し
て
は
２
度
目
と
な
る
骨
髄
バ
ン

ク
講
演
会
&
ド
ナ
ー
登
録
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
東
ち
づ
る
さ
ん

（
女
優
）、
大
谷
貴
子
さ
ん
（
全
国
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会 

会
長
）、

司
会
に
宮
崎
明
日
香
さ
ん
（
日
テ

レ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
24 

経
済
キ
ャ
ス
タ
ー
）

を
お
迎
え
し
、
6
0
0
人
を
超
え
る

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

骨
髄
移
植
に
は
白
血
球
の
型
が
患

者
さ
ん
と
適
合
す
る
必
要
が
あ
り
、

適
合
す
る
確
率
は
数
百
人
か
ら
数
万

人
に
１
人
。
現
在
、
骨
髄
バ
ン
ク
の

ド
ナ
ー
登
録
者
は
約
25
万
人
、
移
植

を
希
望
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
約

3
2
0
0
人
お
り
、
そ
の
す
べ
て
に

骨
髄
が
提
供
さ
れ
る
に
は
30
万
人
の

ド
ナ
ー
登
録
者
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
を
助
け
た
い
、『
い
の
ち
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
参
加
し
て
欲
し

い
と
、
東
さ
ん
、
大
谷
さ
ん
が
呼
び

か
け
、
そ
れ
に
共
鳴
し
、
ド
ナ
ー
登

録
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
な
ん

と
1
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
15
年
の
骨
髄
バ

ン
ク
の
歴
史
の
中
で
、
九
州
管
内
に

お
い
て
、
１
日
の
登
録
者
が
1
0
0

名
を
超
え
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
善
意
と
、
素
晴
ら
し
い
講
演

を
し
て
い
た
だ
い
た
、
東
さ
ん
、
大

谷
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
足
元
の
悪
い
中
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
九
州
骨
髄
バ
ン
ク
、
福

岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
ナ
ワ

タ
消
化
器
外
科
医
院
の
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
福
豊
帝
酸
㈱ 

佐
野
）

雨
の
中
で
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ

宮城

　　　    8月21日～9月25日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円

株式会社サクラホーム 現金 10,000円

株式会社ブレーブエンタテイメント

 現金 140,000円

福豊帝酸株式会社 現金 324,446円

小樽ロータリークラブ 現金 100,000円

イオンマリンピア専門館 現金 8,900円

吉本哲也 現金 1,000円

塩谷 圭 現金 1,000円

竹島 香 現金 40,000円

鈴木純子 現金 2,680円

濱中矩子 現金 10,000円

小池昌義 現金 1,351円

こまごめの会90 現金 30,000円

全日空商事㈱通信販売部 現金 10,000円

檜垣直幸 切手 350円

●佐藤きち子患者支援基金

島 由佳 現金 5,000円

信照寺 現金 5,150円

牧野礼男 現金 4,500円

村上順子 現金 30,000円

●白血病患者支援金

サークルK楠村店 現金 6,697円

サークルK加茂中富店 現金 3,947円

株式会社シオンドラッグクレール店

 現金 3,505円

岡山日々新聞社 現金 2,558円

国民宿舎おかやま桃太郎荘 現金 482円

マツダアンフィニ岡山倉敷店

 現金 1,332円

薬局グリーン・ファーマシー

 現金 15,745円

さかえ薬局 現金 1,610円

 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

う
に
見
入
っ
て
い
る
方
が
い
ら
し
て
、

感
動
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
に
骨
髄
バ
ン
ク
の
重
要
性
を
訴

え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
は
、

神
山
さ
ん
と
会
員
の
記
念
写
真
を
撮

影
し
ま
し
た
。 

（
西
澤
）


